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起
上
り
小
法
師
の
由
来 

 

「
だ
る
ま
」
は
、
禅
宗
の
達
磨
大
師
の
坐

禅
姿
を
模
し
た
置
物
、
玩
具
で
す
。
白
河

だ
る
ま
は
、
京
か
ら
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
、

眉
毛
は
鶴
、
髭
は
亀
、
耳
髭
は
松
と
梅
、

あ
ご
髭
は
竹
を
表
し
、
目
の
部
分
は
、
何

ら
か
の
願
い
を
行
い
、
祈
願
が
叶
う
と
目

を
書
き
入
れ
る
も
の
で
す
。
赤
色
は
、
厄

除
け
と
家
内
安
全
の
ご
利
益
、
白
色
は
開

運
を
表
し
ま
す
。 

「
起
上
り
小
法
師
」
は
、
織
田
信
長
の
家

来
、
蒲
生
氏
郷
が
岐
阜
か
ら
伝
え
た
も
の

で
す
。
信
長
は
、
岐
阜
城
を
七
回
攻
め
て

失
敗
し
、
八
回
目
の
永
禄
十
年(

一
五
六

七)

よ
う
や
く
攻
略
で
き
ま
し
た
。
そ
の

時
、
信
長
は
「
我
、
正
に
起
き
上
り
最
中

也
」
と
の
言
葉
を
述
べ
た
と
さ
れ
、
そ
れ

が
「
七
転
び
八
起
」
の
由
来
で
す
。
氏
郷

は
、
願
い
は
必
ず
叶
う
と
い
う
こ
と
を

「
赤
色
の
達
磨(

だ
る
ま)

」
に
例
え
、
当

時
キ
リ
シ
タ
ン
も
多
く
い
た
こ
と
か
ら
、

修
験
者
や
宣
教
師
を
法
師
と
呼
ば
れ
て
い

た
こ
と
か
ら
「
小
法
師
」
と
し
ま
し
た
。

赤
色
は
達
磨
、
白
は
開
運
を
表
し
ま
す
。

黄
色
や
水
色
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
家

族
が
増
え
る
よ
う
に
と
家
族
数
よ
り
一
個

多
く
買
い
ま
す
。 

    

関
東
を
支
配
し
て
い
た
北
条
氏
政
は
、
約
八
万
二
千
で

小
田
原
城
に
籠
城
し
て
い
た
が
、
天
正
十
八
年(

一
五
九

〇)

三
月
二
九
日
、
豊
臣
秀
吉
連
合
軍
約
二
十
一
万
五

千
人
に
包
囲
さ
れ
ま
す
。
六
月
二
十
三
日
に
は
、
五
千
人

で
北
条
氏
照
が
守
る
八
王
子
城
を
前
田
利
家
・上
杉
景

勝
ら
一
万
五
千
人
が
攻
め
一
日
で
落
城
さ
せ
ま
す
。
七

月
五
日
に
は
、
氏
政
の
子
氏
直
が
降
伏
。
七
日
、
結
城
朝

晴
が
小
山
城
を
攻
略
。
九
日
、
徳
川
家
康
が
小
田
原
城

に
入
り
、
十
一
日
に
は
、
氏
政
・氏
照
親
子
が
切
腹
し
北

条
氏
は
滅
亡
し
ま
し
た
。
十
二
日
、
秀
吉
は
、
小
田
原
城

に
入
り
、
氏
直
を
高
野
山
へ隠
居
さ
せ
ま
す
。 

 

そ
し
て
、
秀
吉
は
、
奥
羽
仕
置
の
た
め
に
会
津
行
き
の
命

を
発
し
ま
す
。
十
三
日
、
関
八
州
を
家
康
へ与
え
ま
す
。

十
三
日
、
秀
吉
は
鎌
倉
に
入
り
、
十
九
日
に
は
鎌
倉
を
出

ま
す
。 

 
 

           

七
月
二
十
三
日
、
家
康
は
江
戸
に
入
り
ま
す
。
七
月
二

十
六
か
ら
八
月
四
日
ま
で
、
秀
吉
は
宇
都
宮
城
に
い
て
奥

羽
の
領
主
を
迎
え
、
参
内
し
な
か
っ
た
者
は
領
地
没
収
と

し
ま
し
た
。
八
月
五
日
、
秀
吉
は
栃
木
県
の
大
田
原
城
に

宿
泊
、
六
日
、
白
河
城
に
宿
泊
し
ま
す
。 

 

秀
吉
は
、
関
東
の
道
を
水
戸
の
佐
竹
義
宣
、
白
河
か
ら

会
津
ま
で
の
道
を
伊
達
政
宗
に
命
じ
、
幅
三
間(

五
．
四

メ
ー
ト
ル)

で
整
備
さ
せ
、
後
に
奥
州
街
道
と
な
り
ま
す
。 

 

政
宗
は
、
『
伊
達
治
家
記
録
』五
月
九
日
、
黒
川
城(

現

若
松
城)

を
出
発
、
六
月
五
日
小
田
原
に
到
着
し
ま
し
た

が
、
秀
吉
か
ら
底
倉
に
押
し
込
め
ら
れ
ま
す
。
六
月
九
日

に
秀
吉
と
会
い
、
一
〇
日
に
宮
城
県
への
仕
置
き
を
命
じ

ら
れ
、
会
津
は
取
り
上
げ
ら
れ
ま
す
。
二
十
五
日
、
黒
川

城
へ戻
り
、
七
月
中
旬
に
は
米
沢
城
へ去
り
ま
す
。
っ
た
。

六
月
五
日
、
須
賀
川
の
矢
田
野
氏
が
天
栄
村
の
大
里
城

に
約
五
百
人
で
籠
城
、
政
宗
は
約
一
万
の
大
軍
で
攻
撃
を

す
る
も
落
城
せ
ず
、
秀
吉
が
近
く
を
通
る
こ
と
か
ら
、
八

月
二
日
浅
野
長
政
の
意
見
に
よ
り
撤
退
し
て
ま
す
。 

 
 

 

起
上
り
小
法
師
と
蒲
生
氏
郷 

 
 

 
 

 
 

 

石
田
明
夫 

小
田
原
攻
め
と
会
津
入
り 

 

籠
城
し
て
い
た
矢
田

野
安
房
は
、
大
里
城

に
火
を
か
け
城
を
退

き
、
常
陸
国
の
佐
竹
義

宣
を
頼
り
ま
す
。
後
に
、

義
宣
の
弟
、
元
会
津

領
主
葦
名
勝
重
（義

広
改
名
）に
付
い
て
秋

田
県
角
館
へ移
り
、
二

階
堂
へ改
姓
し
、
今
も

二
階
堂
家
の
武
家
屋

敷
が
あ
る
の
で
す
。 

籠城戦の逸話に、落城しないことを
知った政宗は、矢田野氏が稲荷神社
に祈願している事を知り、落ちない
神社として宮城県に移したのが竹駒
稲荷神社です。 

大手口 
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豊
臣
秀
吉
は
、
小
峯(

白
河
城)

に
八
月
六
日
に
入
り
ま

す
。
七
日
、
長
沼
城
の
御
座
所
に
入
り
ま
し
た
。
長
沼
の

伝
承
で
は
、
長
沼
城
主
で
あ
っ
た
新
国
貞
通
が
、
小
峯
城

ま
で
迎
え
に
行
き
、
日
暮
れ
に
は
長
沼
に
到
着
し
た
と
い

う
。
城
中
の
巽(

南
東)

に
位
置
す
る
御
座
所
と
な
っ
た
楽

永
閣
で
城
下
の
婦
女
子
数
百
人
を
呼
び
寄
せ
宴
会
を
し

た
と
い
う
。
『旧
事
雑
考
』に
は
、
秀
吉
に
呼
ば
れ
た
貞
通

は
、
親
し
く
話
し
を
し
た
が
、
余
り
に
も
方
言
が
ひ
ど
く
言

葉
が
通
じ
な
か
っ
た
の
で
返
っ
て
秀
吉
の
機
嫌
を
損
じ
た
と

い
う
。 

 
翌
八
日
、
長
沼
城
を
出
発
し
た
秀
吉
一
行
。
騎
乗
者
だ

け
で
約
三
千
人
、
先
頭
が
勢
至
堂
峠
に
指
し
か
か
っ
て
も
、

最
後
は
ま
だ
城
中
に
居
た
と
い
う
。
伝
承
に
、
勢
至
堂
の

関
守
新
八
郎
が
、
駕
篭
の
前
に
柏
葉
で
包
ん
だ
餅
と
山
菜

を
差
し
出
し
た
と
こ
ろ
、
秀
吉
か
ら
「こ
れ
は
如
何
な
趣
の

物
じ
ゃ
」と
言
わ
れ
、
新
八
郎
は
「柏
餅
に
ご
ざ
り
ま
す

る
」と
答
え
、
秀
吉
は
喜
び
、
新
八
郎
に
柏
木
の
姓
を
名
乗

る
よ
う
伝
え
た
と
い
う
。 

 

ま
た
、
蒲
生
氏
郷
の
宿
と
な
っ
た
上
江
花
で
は
、
村
人
が

労
い
、
柏
や
朴
の
葉
で
包
ん
だ
赤
飯
と
白
湯
を
出
し
接
待
。

感
激
し
た
氏
郷
は
、
帰
り
に
金
子
を
与
え
た
と
い
う
。
一

大
行
事
を
忘
れ
な
い
よ
う
村
で
は
、
毎
年
雷
神
様
に
集
ま

り
「ま
ま(

飯)

炊
き
祭
り(

太
閤
祭
り)
」を
し
て
い
ま
す
。 

 

『勢
至
堂
村
古
来
よ
り
の
由
緒
書
』に
は
、
柏
木
隼
人
は
、

白
川
城
主
結
城
義
親
の
家
来
で
、
先
祖
は
佐
竹
氏
と
い
い
、

秀
吉
が
勢
至
堂
峠
に
来
た
時
、
村
人
は
恐
れ
を
成
し
て
奥

山
に
逃
げ
隠
れ
し
た
と
い
う
。
ま
た
、
隼
人
は
、
接
待
の
た

め
杉
葉
を
敷
き
、
そ
の
上
で
赤
飯
を
差
し
上
げ
た
と
あ
り

ま
す
。 

 

勢
至
堂
峠
の
旧
街
道
は
、
「太
閤
道
」と
呼
ば
れ
、
そ
の

日
は
、
湖
南
町
御
代
と
福
良
に
分
か
れ
て
宿
泊
し
ま
し
た

が
、
秀
吉
は
、
当
時
湖
南
で
最
も
大
き
な
集
落
だ
っ
た
福

良
に
宿
泊
し
た
と
み
ら
れ
ま
す
。  

 
 

九
日
、
秀
吉
は
、
黒
森
峠
の
九
折
に
悩
み
湊
町
原
に
着

き
ま
す
。
伝
承
で
は
、
背
中
炙
峠
入
口
に
あ
っ
た
肝
煎
の

坂
内
家
で
、
長
い
曲
が
り
く
ね
っ
た
山
道
に
備
え
、
駕
籠
か

ら
降
り
て
身
支
度
を
し
馬
に
乗
り
換
え
た
と
い
う
。
そ
の

場
所
は
、
背
炙
峠
東
側
入
口
の
坂
内
家
旧
跡
の
「太
閤
桜
」

で
す
。
そ
し
て
、
東
山
町
天
寧
の
天
寧
寺(

当
時
は
輪
王
寺)

で
再
度
着
替
え
、
総
勢
約
五
万
人
が
黒
川
城
下
に
入
り

ま
し
た
。 

 

『浅
野
家
文
書
』に
は
、
九
日
、
興
徳
寺
を
御
座
所
と
評

定
所
に
充
て
る
。
秀
吉
は
、
会
津
を
初
め
は
細
川
越
中
守

忠
興
に
与
え
よ
う
と
し
た
が
、
忠
興
は
固
辞
し
蒲
生
氏
郷

に
与
え
ら
れ
ま
す
。
『会
津
四
家
合
考
』に
氏
郷
は
、
会
津

拝
命
を
断
っ
た
が
、
訳
あ
っ
て
秀
吉
や
家
康
に
勘
当
さ
れ

て
い
た
佐
久
間
久
右
衛
門
尉
ら
四
人
が
許
さ
れ
る
こ
と
で

拝
領
し
た
と
い
う
。 

 

十
日
黒
川
城
に
入
り
、
十
三
日
黒
川
を
出
発
し
ま
す
。

『会
津
四
家
合
考
』に
秀
吉
は
、
氏
郷
と
木
村
吉
清
（福
島

城
）の
手
を
握
り
、
奥
州
の
非
常
に
備
え
よ
と
言
い
残
し
た

が
、
氏
郷
は
不
本
意
の
た
め
涙
し
た
と
い
う
。 

 

十
三
日
大
内
を
経
て
田
島
に
宿
泊
し
ま
し
た
。
『会
津
旧

事
雑
考
』十
四
日
、
会
津
領
を
離
れ
、
経
路
を
高
原
に
と

り
、
険
難
な
こ
と
か
ら
駕
籠
か
ら
下
り
た
場
所
が
「太
閤

下
ろ
し
」と
い
い
鬼
怒
川
に
「太
閤
下
し
の
滝
」が
あ
る
。

『元
湯
古
絵
図
』に
「御
太
閤
様
御
入
湯
」と
あ
る
こ
と
か

ら
、
元
湯
か
ら
高
原
を
越
え
て
、
日
光
、
そ
し
て
京
都
へ

戻
っ
た
。
秀
吉
の
年
齢
は
五
十
五
歳
で
し
た
。 

 

 

「
太
閤
道
」 

 

須
賀
川
市
長
沼
町
の
勢
至
堂
道
の
旧
道

や
会
津
若
松
市
湊
町
の
背
炙
峠
に
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
幅
は
、
三
間
で
造
ら
れ
て
い

ま
す
。
た
だ
し
、
秀
吉
が
馬
に
乗
り
換
え

た
瀬
炙
峠
は
、
幅
が
一
間
し
か
な
い
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
。 

蒲
生
氏
郷
の
家
臣
掌
握 

１.

家
臣
を
大
切
に
、
論
功
行
賞
で
、
領
地
が
な 

 

く
な
る
ほ
ど
で
、
最
後
に
は
苗
字
を
く
れ
た
。 

２.

お
べ
ん
ち
ゃ
ら
は
嫌
い
で
、
玉
川
と
い
う
弁
舌 

 

の
た
け
た
家
臣
は
、
お
べ
ん
ち
ゃ
ら
を
使
う
た 

 

め
、
自
分
の
考
え
が
な
い
と
し
て
解
雇
。  

３.

常
に
家
臣
団
の
先
頭
に
い
た
。 

 
 

「主
将
自
ら
そ
の
場
に
至
り
て
、
掛
か
れ
と 

 

思
う
所
に
は
、
主
将
自
ら
そ
の
場
に
至
り
て
、 

 

こ
こ
へ
来
れ
と
言
え
ば
、
主
将
を
見
捨
て
る
者 

 

は
あ
ら
ざ
る
な
り
」
、
「
大
将
が
早
く
討
ち
取 

 

ら
れ
た
ほ
う
が
大
負
け
で
あ
る
。
」
秀
吉
の
言 

４.

茶
道
に
理
解
が
あ
っ
た
。
利
休
七
哲
の
筆
頭
。 

 

人
の
話
を
よ
く
聞
い
た
。 

５.

月
一
回
会
議
を
し
、
会
議
で
は
「
怨
ま
ず
、 

 

怒
ら
ず
」
を
基
本
に
自
由
な
発
言
を
さ
せ
た
。

６.

氏
郷
は
新
規
に
家
来
を
召
抱
え
る
と
、
一
緒 

 

に
風
呂
に
入
り
「わ
が
旗
本
に
は 

銀
の
鯰
尾 

 

の
兜
を
つ
け
、
つ
ね
に
先
陣
に
進
む
者
が
い
る
。 

 

し
か
し
、
お
前
は
、
必
ず
や
そ
の
者
に
負
け
る 

 

で
な
い
ぞ
」
そ
れ
は
氏
郷 

６.

常
に
中
央
に
い
れ
ば
天
下
に
近
い
と
思
っ
て 

 

い
た
。
家
康
は
そ
の
逆
で
あ
っ
た
。 

７.

情
け
が
あ
り
、
伊
達
政
宗
が
十
六
歳
の
清
十 

 

郎
を
刺
客
を
送
り
込
み
、
そ
れ
は
忠
臣
と
し 

 

て
許
し
放
す
。 


